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【考察】 
近年まで、冠静脈洞で記録される電位は左房の興奮と考えられていた。しかし、最近、その電
位はfar-fieldの左房電位とnear-fieldの冠静脈洞心筋電位であることが認識されるようになっ
た。左房-冠静脈洞心筋間の結合の個体差にかかわらず、near-fieldの冠静脈洞心筋電位に近接
したfar-fieldの左房電位が認められることは稀ではないと考えられる。冠静脈洞心筋電位と左
房電位は記録上で完全には重ならず、左房電位の一部が冠静脈洞心筋電位の前もしくは後ろに認
められる。左房電位の検出には冠静脈洞内のカテーテルと左房壁との距離、カテーテルの軸に対
する興奮伝播方向が関係していると考えられる。 
 また、左房電位と冠静脈洞電位の興奮順序は、冠静脈洞で記録される電位の伝播方向を反映し
ていた。Left-sided APの逆伝導時や時計回旋のAFL時に左房から右房へ興奮が伝播し、左房電位
→冠静脈洞心筋電位の順に興奮していた。反時計回旋のAFL時には右房から左房へ興奮が伝播し、
その際には冠静脈洞心筋電位→左房電位の興奮順序であった。冠静脈洞心筋電位に対する左房電
位のタイミングは、様々な上室性不整脈の電気生理学的メカニズムを解明するため重要と考えら
れ、特にマッピングが困難な上室性不整脈例で有用な情報となると考えられた。 
【結論】 
 far-fieldの左房電位は、左房と冠静脈洞心筋が連続して興奮している例でしばしば検出され
た。また、左房電位のタイミングは冠静脈洞心筋を介した興奮伝播の方向を反映していた。これ
らの発見は、上室性不整脈の起源やメカニズムに有用な示唆を与えると考えられる。 
 
